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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 令和４年度 第３回社会教育委員会、公民館運営審議会 

２ 開催日時 令和５年２月２２日（水）午後１時３０分～３時 

３ 開催場所 さいわいプラザ３階 講座室 

４ 出席者 【社会教育委員兼公民館運営審議会委員】 

大竹委員、前田委員、小方委員、山田委員、藤田委員、西片委員、八子委員、富永

委員、佐藤委員、大森委員、小川委員、青柳（良）委員、山﨑委員、青柳（与）委

員 

＜中央公民館職員＞ 

古田島中央公民館長、今井中央公民館長補佐、長瀬係長、池澤主査 

５ 欠席者 松井委員、後藤委員、平野委員、野田委員、大淵委員、中野委員 

６ 内容 議題 

⑴ 令和４年度の社会教育事業に関する取組報告、質疑応答について 

⑵ 令和５年度長岡市社会教育の基本方針（案）について 

⑶ 令和５年度長岡市社会教育関係団体補助金（案）について 

⑷ 令和４年度自主研修のまとめについて 

⑸ その他 

・山古志・栃尾・川口公民館の廃止について（報告） 

７ 議題の 

審議結果 

 

・議題⑴～⑶について、資料１～４に基づき説明。⑵⑶については、承認された 

・議題⑷について意見交換を行い、研修委員で別途協議を行うこととした 

８ 議題の審議内容 
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議題⑴～⑶について、事務局から説明をお願いします。 

 

事前に資料を送付し、いただいた質問の回答をまとめたものが資料４です。 

資料１に関してですが、まず市民参加型の事業に年代の偏りがあると感じる

が、２０代から４０代が社会教育に関心をもつきっかけが必要では。というご

意見をいただきました。確かにその年代の参加者が少ないことは課題ではあり

ますが、学習に時間をさくことが難しい年代でもあると思います。今後も世相

やニーズを見極めながら、検討していきたいと思います。次に、まちの先生に

ついて、Withコロナに関する質問をいただきました。「Withコロナを意識した

活動について」は、「私のアイデア提案」という形でいくつかご提案を頂いて

おります。活用促進に関しては、Withコロナの社会情勢の変化も含め、先生方

に働きかけていきたいと考えております。また、地域学びコーディネーター講

座に関してもご意見をいただきましたが、私たちも大切な講座と考えておりま

すので、これからも大切に実施していきたいと思います。 

 

 まちキャンの事業は、栃尾と希望が丘に分校があるということですが、開催

状況は把握されてますか。 

 

 まちキャンの分校の開催状況は把握できていませんが、分校は分校の計画の

中で運営していると思います。今回の意見の中には、まちの先生をまちキャン

の講座で活用できないかというものもありましたが、まちキャンの講座は運営

協議会が審査をかけながら決定しているものなので、まちの先生の活用は難し

いかもしれませんけれど、検討はしていこうと思います。 

 

議題⑵について、事務局お願いします。 

 

資料2につきましても、20代～40代の社会教育の関心についてご意見をいただ

きました。こちらについても世相やニーズに注意して検討してまいります。 

またWithコロナの視点をというご意見をいただきました。基本方針については、

おおまかな柱としまして個々の事業の中で考えていくのはいかがかと考えてお

ります。また、人権・同和問題についてのご意見をいただきました。今後もよ

り一層意識啓発に努めていきたいと思います。 

 

包摂的な社会づくりということが言われています。誰一人取り残さないで、み

んなが自由に物が言えたり、お互いが行き来できたりという社会づくりは、社

会教育の大事なところだと思いますので、頭に留め置いていただければと思い

ます。 

議題⑶について、事務局お願いします。 

 

資料３に関してですが、委託事業が補助事業になり、委託金だったものが補

助金となり増額したもの、例年と予算額は同額だが、事業の中止により決算額
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が減少し乖離が生じたものなどが、差異が生じた主な理由です。 

 

議題⑷について、研修委員長から説明をお願いします。 

 

（資料５に基づき説明） 

 

次年度の研修についても、地域の視察を考えています。そこで、候補地につ

いてご意見をいただきたいので、少しグループで話し合ってみてください。 

今年度のように支所地域全体でもよいし、地域の中の一地域でもいいと思い

ます。いくつでもいいので候補をあげてください。 

 

〈グループで話し合い〉 

 

では、それぞれの話し合いで、どのような候補がでましたでしょうか。 

 

1グループでは、まず、栃尾地域です。栃尾地域は町おこしのイベントや人を

呼び込むのがうまい。ピックアップするものが多いので、その中から焦点を絞

ってみてはどうか。もう一つは、長岡山本地域。山本地区活性化プロジェクト

として、いろいろな取り組みを行っているので、そのあたりはどうか。また、

川口の田麦山地区にも興味があります。 

 

２グループは、越路地域のホタルがあがりました。ホタルは夏というイメー

ジがありますが、草刈りなど年間を通して活動しているので、いろいろな活動

をみるのはどうか。もう一つは、栃尾地域があがりました。地域おこし協力隊

の活動、廃材を利用した活動などはどうか。また、田麦山もあがりました。 

 

３グループは、やはり栃尾が上がりました。支所が一緒になって地域を盛り

上げていたり、あぶらげや上杉謙信など地域資源も豊富だったりします。また、

越路地域の駅前にある複合商業施設「ここらて」が、いろいろとイベントをし

て地域おこしをしています。 

 

ご意見をありがとうございました。 

みなさんのご意見をもとに、来年度の研修先の検討を進めたいと思います。 

 

（最後に、事務局から山古志、栃尾、川口公民館の廃止を３月議会に上程する予

定であることについて説明） 

 

以上をもちまして、本日の会議を終了いたします。 

９ 会議資料    別添のとおり 

 


